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模擬産婦養成プログラム作成の背景

なぜ模擬産婦が参加する演習が必要なのか？
【実習が困難な社会的背景】

・分娩介助実習として適切なローリスク産婦の減少（少子化、産婦高齢化、分娩のハイリスク化）
・産婦や病院の実習協力が得にくい（産婦の人権擁護、病棟の助産師不足）
・実習期間が長く取れない（産科病棟での実習の過密、カリキュラムの過密）
・産婦の分娩期の変化を知らない（分娩が少なく、これまでの実習で見学したことがない）

【学生の実習前の産婦ケア実践能力が不十分】

　分娩介助を含む一連の産婦ケアの中で、とくに「胎児の健康状態に関するアセスメントとケア」、「産婦とのコミ
ュニケーションを含む産婦の状況に合わせたケア」の実践ができないことが明らかに示されました。

なぜ教員が演じる産婦役だけではダメなのか？

　リアルに演じ、学生にフィードバックができる模擬産婦と胎児心拍が再生できる装置が必要です。
・教員と学生はすでに人間関係があり、緊張感がなく慣れが生じる
・教員は学生の手技に注目してしまい、産婦として自然な反応ができない
・産婦役は演じられても、胎児の健康状態の情報がない

模擬産婦養成プログラム

　模擬産婦の養成は、プログラムの試行を経て【ファントームの娩出操作が難しく演技に集中できない】【フィ
ードバックが難しい】等の課題を改善し作成した「模擬産婦養成プログラム」に沿って行います。

文 献　：　 ▪鈴木 幸子, 渡部 尚子, 大井 けい子, 石井 邦子, 林 ひろみ, 山本 英子, 芝本 美紀, 北川 良子: 看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケア（分娩介
　助含む）の教育方法の検討－実習前の到達度, 平成22年度文部科学研究補助金（基盤研究Ａ）研究成果報告書, 研究代表者 新道 幸恵, 2011.
▪鈴木 幸子, 石井 邦子, 大井 けい子, 山本 英子, 芝本 美紀, 林 ひろみ, 北川 良子: 分娩介助演習に参加する模擬産婦の養成プログラム試案, 保健医療福
　祉科学, 3, 52-56, 2014.
▪鈴木 幸子, 石井 邦子, 助産学生のための産婦ケアの教育方法（新道 幸恵監修）,第2章 実習開始前教育, 金芳堂, 26-49, 2016.
▪森 美紀, 鈴木 幸子, 石井 邦子, 大井 けい子, 林 ひろみ, 山本 英子, 北川 良子: 模擬産婦養成プログラムおよび模擬産婦と胎児心拍陣痛図再生装置を
　用いた分娩介助演習の評価, 日本母性看護学会誌, 16(1), 85-92, 2016.

模擬産婦が参加する分娩介助
演習で、産婦ケア能力を向上

貴重な分娩事例で効率よく
学習するための準備が整う



模擬産婦養成プログラム

-2- -3-

模擬産婦養成プログラムの概要

１．目的

　助産学生が、安全・安楽な出産を支える産婦ケア能力を修得するためには、実習前の学内演習において臨場
感のある分娩シーンを再現することが効果的です。分娩進行や学生のケアに対してリアルに反応する産婦役が
いれば、陣痛の強弱や胎児の健康状態に気を配り、産婦とコミュニケーションをとりながら、円滑な分娩進行
を誘導・調節するという産婦ケアを学内で体験することができます。模擬産婦養成プログラムでは、臨場感の
ある分娩　シーンを再現し、さらに、産婦の立場から学生にフィードバックする模擬産婦を養成します。

２．対象者

　学生のケアに反応しながらリアリティのある産婦を演じられる者に限定するため、20～40歳代の助産師・看

護師経験のある女性を対象とします。

５．事前課題

　分娩の「シナリオ」をもとに事前にワークシートを記載して、役作りをしておきます。自分が演じる産婦の人
物像を設定し、分娩時の各場面における心身の状態を想定します。

《産婦の背景と産科的情報》
・ 年齢、分娩歴、家族社会的背景、妊娠経過、分娩開始後の身体状況、心理状況を設定する。
・ 学生のレディネスに合わせ、学生が実習で出会う典型的な産婦の設定にする。

《分娩進行》
・ 自分が演じる人物像に基づき、分娩進行に合わせて、どのような心理状態、言動をとるのかをあらかじめ
　 計画する。（最長15分の演技時間）

模擬産婦養成プログラムの実際

１．シナリオでの役作り

　ワークシート①②をもとに、整理した人物像/心理
状態/身体状態と、分娩経過に沿った心理状態/言動
の変化について発表します。

　他の模擬産婦の役作りを聞きながら、さらに具体的
な役作りになるよう書き込んでいきます。

　産婦になりきる！

・  専門用語ではなく産婦のような言葉づかいをする。
・  分娩第2期の切迫した状態を、表情や言葉にならない声や呼吸で表現する。
・  答えたくないとき、言うとおりに体が動かないと感じるときは、学生の質問にきちんと答えたり、学生の言  
　 動に合わせて体を動かさなくてもよい。

２．ファントーム操作の練習

・  産婦を演じながら、胎児を娩出させます。
・  陣痛の発作・間欠に合わせて娩出させます。
・  会陰部を見ずに、児頭の娩出の加減を調節します。
・  排臨、発露、第3回旋、第４回旋の操作方法を練習します。
・  分娩のシナリオに基づき、10～ 15 分で児を娩出します。
・  シナリオによっては破水場面の練習をします。

３．スタッフ・場の設定　

《スタッフ》 
・  講師、学生役（新人助産師など）、ファントーム操作、CTG
再生、動画撮影の補助など、4名以上が担当します。

《場の設定》
・  使用器具や物品配置など、最大限、臨地実習における産
婦ケア状況を再現します。

・  分娩台にファントームを置き、CTGモニターを装着し
ます。CTGデータと胎児心音を再生しながら行います。

・  未破水の事例の場合は胎胞（コンドームに水を注入）を 
準備します。

《動画撮影》
・  産婦演技とフィードバックを動画録画し、自分で視聴
して振り返りを行います。
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３．フィードバック方法の演習

《フィードバックとは》

・ 学習者の栄養になる情報を戻すことであり、演習の後に、学習者が実施したケアの　①良かった点、②
　 改善した方が良い点について学習者に効果的に伝えることである。
・ フィードバックを受けた学習者が、自分で気づかない「盲点」、自分の行動が与える影響、自分の長所 に
　 ついて気づくことにより、自分がどう変わるべきか具体的に理解できる。

（鈴木富雄，阿部恵子：よくわかる医療面接と模擬患者；名古屋大学出版会，2011改変）

《フィードバックの基本と学生の学び》

・ 模擬産婦として、分娩中に起きた「事実」とそれに対する「感情」をセットにして伝えます。
　「事実」：分娩進行に伴う現象・体感、学生の言葉かけ・しぐさ・態度・行動・声のトーン　等
　「感情」：「事実」に対する模擬産婦自身の心の動き・頭の中の思考　等
・「事実」に対する感情に沿って、ポジティブフィードバック（P-FB）あるいはネガティブフィードバック
　（N-FB）をします。
・ 産婦の反応から意味を理解し、学生自身がどうしたらよいかを考え、見出す学びに繋がります。

！例外

学生が明確に自己評価をした上で模擬産婦に確認する場合は、以下の二つの方法を用いても良い。

①　ないものねだり
　　様々な状況があることを前提として、「事実と感情」または「事実のみ」
　　「感情のみ」で理由を述べた上で要求する。
②「事実のみ」「感情のみ」を伝える

＜例＞

学生 ：「緊張して声がどんどん小さくなってしまったので、もっと大きい方がよかったですか」
①　 ：「あの時は声が聞き取れず不安だったので、大きい声で話してほしかったです」
②　 ：「声が聞き取れなかったです」（事実のみ）
　　　  「私は、あの時とても不安な気持ちになりました」（感情のみ）

《フィードバックの進め方》

用紙を記入（約15分）してから、学生とのやり取り（約15分）をします。
フィードバックの進行は学生が行います。
模擬産婦は、フィードバックに対する学生の反応の言語化を促します。
教員はフィードバックに対して学生の反応が不明な場合など、進行のサポート役として立ち会います。

（１）児の娩出直後に、フィードバック用紙を記入する（約15分）。

・ シナリオに沿って、注目した「事実」と事実に伴う「感情P（ポジティブ）」、「感情N（ネガティブ）」
　 を記入する。シナリオ全体を通して、注目した「事実」がある場合も同様に記入する。
　（学生は自己評価用紙に、注目した「事実」「自己評価」「模擬産婦への確認事項」を記入する）

（２）学生の自己評価と模擬産婦への確認事項を把握する。

・ 学生が、まず自己の注目した「事実」に対する自己評価を一つずつ述べる。
・ 学生の述べた内容から以下を把握する。
　 学生が注目している「事実」は何か。
　 事実に対する自己評価はどの様なもので、どの程度具体化しているか。
　 学生が求めているフィードバックは何か。

（３）学生の注目した「事実」毎に一つひとつフィードバックを行う。

・「事実」＋「感情」のセットで述べる。
・ 一つの「事実」に対して、「P-FB」か「N-FB」のどちらか、または両方を伝える。
・「べからず8原則」に則る。
・ 一つひとつのFBに対して、さらに学生の反応を引き出す。
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（４）学生が注目していない事実に関するフィードバックを一つずつ伝える。

・「事実」＋「感情」のセットで述べる。
・ 特定の「事実」に対して、「P-FB」か「N-FB」のどちらか、または両方を伝える。
・「べからず８原則」に則る。
・ 一つひとつのFBに対する学生の反応を引き出す。
・ 最終的なFBは「P-FB」とする。（下図参照）

（５）学生のフィードバックからの気づきと最終的な自己評価の表出を促す。

《フィードバックの練習》

～「事実」と「感情」を取り出すトレーニング～

・ 産婦ケア演習場面（動画）をみて「事実」とそれに対する「感情」をセットで記憶します。
・ フィードバック用紙に書き込みます。

～事実と感情を伝える練習～

・ フィードバック内容を参加者同士で発表し合います。
・ 基本について確認しましょう。
　　　-　産婦目線の「事実」と「感情」をセットで伝えているか。
　　　-　「P-NB」「N-FB」の両方を伝えているか。
　　　-　「べからず8原則」に則っているか。
・ 表現方法を工夫したり、バリエーションを増やしていきましょう。

４．模擬産婦体験

《産婦演技》

あなたが設定した産婦の人物像を演じてみましょう。

～演技のコツ～

・ 専門用語ではなく産婦のような言葉づかいで
・ 切迫感やパニック状態を表情・声・呼吸で表すと？
・ 様々な言動を組み込んで
・ CTGモニターや外陰部を注視しないように
・ 産婦の表情が学生に見えていますか？
・ 児頭の娩出操作が上手くできなくても焦らずに
・ 進行は陣痛係の合図に任せて産婦になり切りましょう。

《フィードバック》

演技が終っても、産婦の人物像になりきってフィードバックしましょう。

～フィードバックのコツ～

・「事実」と「感情」がセットになっていますか？
・ N-FBばかり、またはP-FBばかりになっていませんか？
・ 産婦目線の表現で

例

児の様子を何度も質問する。

破水「何が起こったんですか？」

お水をすすめられても「飲みたくない」

身体をよじる。

過呼吸になる。

足がつる。

例

お腹の張りがわからなくて戸惑う。

発作時に、思わず出る大声。

発作も間歇もずっとうなる。

痛みや苦痛で質問に答えられない。

自分に集中して、目を閉じている。

とにかく黙っている。

「苦しい時に穏やかな口調で『大丈夫ですよ』と言ってくれたので頑張ろうという気持ちになりました。

「毎回の陣痛でいきみをほめてくれて、これでいいんだと安心できました。」

「強い口調で『いきんだらダメ』と言われて、悲しい気持ちになりました。」

「『楽にいきみましょう』と言われたのが、どうすればいいのかわかりませんでした。」
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・指導者の立場にならぬように、次のような発言は避けましょう

・学生の反応を促す声かけを工夫してみましょう

・最終的なFBはポジティブな内容で

・最後に学生の最終的な自己評価の表出を促しましょう
　

５．まとめ

模擬産婦体験の振り返りと共有

・自分が行った模擬産婦とフィードバックの実際を撮影
　した映像を見て振り返ります。
・他の模擬産婦や教員と本番の演習に向けた課題を共有
　しましょう。

分娩介助技術演習に向けて

・作成したシナリオの役作りを修正しましょう。
・演習の当日には実際のファントーム操作方法の練習をして、本番に臨んでください。

体験談
模擬産婦を体験して（助産師）

〔ファントームの操作と演技の難しさ〕

・  普段、接している産婦を想像しながら演じましたが、分娩経過（陣痛や胎児心音の変化）に応じて演技しな
　がら、胎児を押し出すことが難しいです。

・  演じること（顔の表情・声の出し方など）と胎児（人形）の押し出しを同時に行わなくてはいけないので、
　分娩経過のシナリオをしっかり記憶して演習に臨みたいです。

〔演技に夢中になり、覚えられない〕

・  演技に集中するあまり、学生の言葉が聞き取れないことや、やり取りを忘れそうになりフィードバックがま
　とまらないなど、困難もありました。演じつつ冷静さが必要です。

〔フィードバックのポイント〕

・  ネガティブフィードバックに偏りがちになります。

・  『要望やこうして欲しかった』にならないよう、気をつけています。

・  産婦の気持ちや感情を、言葉で豊かに表現できるようにしたいです。

〔演じたことの副効果〕

・  模擬産婦を演じてみて、産婦の気持ちや苦しさをさらに理解できました。これからは、もっと産婦に寄り添
　える看護ケアができそうです。

・  どのような実習場面で学生は対応を難しく感じているのかを知りました。今後の指導に生かして行きたい
　と思います。

・  新人助産師への指導、学生実習時のフィードバックとして活用できると感じました。

模擬産婦が参加する演習を体験して（学生）
・  産婦の呼吸をよく聞いて、いきみを誘導しなければならないと思いました。演習は臨場感があり、初対面の
　 産婦との関係性を構築することの難しさを学びました。

・  緊張していた自分の表情が産婦に伝わって産婦さんは緊張して不安もあるので、まずは自分が落ち着かな
　ければと思いました。　

・  初対面の産婦から、自分がどのような印象を持たれたのか、自分の話し方の癖も気づかされました。
・  安全･安楽な出産のために、知識･技術をつけながら産婦に寄り添うことを忘れず、表情や思いを感じ取りな
　がら介助していきたい。

実習終了後の意見（学生）
・  1 例目はほとんど余裕がなかったのですが、例数が進む中でどのように産婦に声をかけるか、演習を思い出
　しながら考え行うことができました。

・  演習で模擬産婦さんが褒めてくれた部分は、少し自信になり実習に活かせました。

・  リアルなＣＴＧを使った演習をしたことで、実習中にも児心音に注意しなければという意識を持って介助
　に取り組めました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「産婦がいきんでいる時に会陰部から目を離していた。」

「穏やかな口調で話すのは産婦に安心感を与えるコミュニケーションスキルだからとてもよかった。」

「いきみたい時に強い口調で『いきんだらダメ』と言うのは産婦に共感するケアになっていない。」

「陣痛が来ているときに、長々と説明しても有効ではない」

「私はこう感じましたが、学生さんはどのように感じましたか（考えていましたか）。」

「声のトーンが聞きやすくて、その度に冷静になれました。」

「最後にフィードバックを受けて考えたことを教えてください。」


